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1 は じ め に

八郎潟千拓地のように,一区画が1 25haの大区画圃場

においても,背負式動力散布機により水稲の追肥作業を行

う農家が多い。この作業は重労働であり,しかも散布位置

が重なると,その部分は生育が過剰になり,倒伏する場合

もある。したがって,省力で均一な追肥作業ができる効率

的な追肥作業方法の実用化が望まれている。そこで,用水

利用による流し込み専用肥料を用いた追肥技術を検討した。
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図 1 流し込み施肥試験の日面水の採水地点
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図 2 分げつ期追llE後の田面水のpH(H,0),EC,NH(― N,K,PO`― Pの濃度変化 (1995年 )
(追肥6月 14日 ,N16kg/10aを 1袋当たり2～ 3分で65時間で水位10mと した。)
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表1 幼穂形成期追肥後の田面水のpH,EC,NH`― N,K,PO(― Pの濃度変化 (1995年 )
(追肥 7月 14日 ,N12kg/10aを 1袋当たり30～40分で6時間で水位 8 ctと した。)
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(ms/m)
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0 3 5 0 5 0 5 0 3 5 0 3
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図3 幼穂形成期
追肥後の上葉の葉色 (葉
緑素計値)8月 2日測定
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図4 収量調査地点

2試 験 方 法

0)1995年 に八郎潟干拓地内の80m× 1401nの 大区画圃

場のおいて,分げつ期(6月 14日 )及び幼穂形成期 (7月 1

4日 )に流し込み専用肥料 (N― P,06-K20=15-14-9)
を用いて用水に流入施用した。

●)処理時は1～ 2 cI程度の水位で,肥料投入―灌水―
肥料投入―灌水の体系で 2分割施肥 した。分げつ期追肥

(窒素1 6kg/10a)で は肥料 1袋の投入時間は 2～ 3分で

65時間で水位は10cll,幼穂形成期追肥 (窒素1 2kg/10a)

では投入時間30～40分で 6時間で水位は8 cn程度になるよ

う|こ した。

3)追肥直後から経時的に田面水の pH,EC,NH4~
N,K,PO`― Pの濃度分布調査を行うとともに,止葉の
葉色や水稲の収量調査も行い.それらの均一性を検討した。

表2 流し込み施肥試験圃場の収量及び収量構成要素

調査 繹長 穂長 穂数 玄繕  総緻  猟始 冊 重
番号  ¨  cm ″ ピ υЮ, xW/d  %  g
(D   926   187   298   562  255  873  215
()   905   182   316   514  31 1   689  21 3
③  904 185 305 525 311 818 218
④  986 185 338 531 332 817 214
()   905   187   329   535  305  802  22 1
⑥  932 188 341 498 346 579 214
0   903   187   338   528  31 5   746  218
()   877   183   376   564  327  801  22 1
⑨  951 190 379 580 362 697 216
均
艦
平
群
91 5   186   386   538  31 8  758  21 7
2 1    02  232   232    1 8    75   03

CV(%) 23  11  69  43  57  99  14
注 収量調査は9月 25日

3 試験結果及び考察

0)追肥直後は水口及び水尻付近における田面水中の
EC,NH4~N,K,P04~Pの 濃度が低 く,施肥むらが見
られるが,2～ 3日程度で徐々に解消し,4～ 5日 ではば

均一となった (図 1,図 2,図 3)。

12)肥料の投入時間は 1袋当たり,2～ 3分でも30～ 40

分でも,処理直後の肥料成分の濃度分析はほぼ同様である

ので短時間で行うのが省力的であった (図 2,表 1)。

6)幼穂形成期追肥後の止葉の葉色及び水稲収量の変動
係数は4%程度で大きなばらつきは認められなかった (図
3,図 4,表 2)。

4 ま と め

用水に流し込み専用肥料を施用する本追肥技術を用いれ

ば追肥時間が短縮でき,省力効果が高く,パイプライン灌

漑施設など用水量が十分にある大区画水田で有効である。

なお,漏水田には適さないこと,処理時の水位は 1～ 2m
程度の水位にし,2～ 3時間間隔の 2分割施肥とすること,
施肥後 4～ 5日間は落水,かけ流しはしないことが留意点

としてあげられる。
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